
 

 

（♪シャンソンが流れる♪）・・イコラです・・・いつも遅くなるとです・・・・イコラです・・・・・
編集がお茶会になるとです・・・イコラです・・・イコラです・・・イコラです・・・・・・・（―△―；） 

と、まあ、あほな話はさておき、こんにちは！ 新しい年も早ふた月も過ぎましたが、みなさんお元
気ですか？ 昨年は、台風や地震、津波と世の中ではつらいこともいろいろありましたが、今年こそは、
楽しいことがいっぱいの素敵な一年になりますように。 
・・・との思いを乗せて、さあ、イコラ号出航！ 

 
 
 

 
平成 16 年度総会と合宿キャンプは、久々に県

立南紀スポーツセンターで 7 月 17 日～18 日に開

催されました。以前と違いクーラーがよく効いて

過ごしやすかったものの、移動距離の長さには皆

さん大変だったことと思います。 
今回の総会の特色として、従来内部研修として

開催していた講演会を、外部との連携を強くする

ことや啓発活動に積極的に取り組まなくてはなら

ないとの役員会での決定を受けて、初めてオープ

ンの研修会として和大附属養護の岡潔先生にお願

いしました。テーマは「自閉症の理解と支援」と

して初歩的なわかりやすい内容をお願いいたしま

した。その結果、皆さんもご承知いただいている

と思いますが、田辺市のふたば福祉会からの再度

の講演依頼ということで 11 月 20 日の田辺の「特

別支援教育と生涯教育」という講演につながった

わけです。岡先生、ひと使いが荒くて申し訳ござ

いません。 

また、このときの総会には、岸本たけし衆議院

議員に国会議員としてはじめて和歌山県支部の来

賓として出席いただき、その場で和歌山県支部の

会員として入会していただきました。岸本たけし

議員は議員になられる前は中学校の先生として自

閉症児を担任してきた経験もあり、この後、12 月

3 日成立した発達障害者支援法の成立過程におい

て、発達障害者議員団として民主党内での調整や

問題点解決のため、大変な活躍をしていただいた

ことを報告させていただきます。 
最後になりましたが、井上直樹和歌山市議、県

障害福祉課の横山さんと市川さんが、ボランティ

アとして２日間参加してくださったことも忘れて

はなりません。 
ともあれ、16 年度総会は手前味噌ですが、実り

ある成果のあった総会となりました。 
大久保尚洋 

日本自閉症協会和歌山県支部長
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“ふれあい人権フェスタ２００４”に参加しました！ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
12 月 4・5 日 ビッグホェールにて「ふれあい人権フェスタ」が開催され、自閉症協会和歌山県支部

としても参加しました。ブースには、自閉症についての理解啓発パネル、療育キャンプの時の写真、絵
画教室の子どもたちのコンクール入賞作品などを展示する他、「光とともに」を始め、自閉症協会のガイ
ドブックの販売もしました。ブースにいると、「自閉症ってどんなの？」と質問を受けたり、身近にいる
気になる人（お子さん）などについての相談も数件ありました。 

各ブースのパネル展示の他、模擬店、作品販売、作品展、映画上映などもあり、イベントの締めくく
りとしての「よさこいソーラン踊り」には、当協会の子どもたちも飛び入り参加し、ノリノリで踊りま
くりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

♪バスツアー♪ 

 

 

広大な敷地に、レストラン、プール、アスレチック、
温泉などさまざまな娯楽施設、宿泊施設、キャンプ場、
おまけに障害者入所施設、病院などもあり、「すごい！」
の一言。園内をめぐる無料循環バスに乗って、あちこ
ち探索。とにかく広い！ 

今回は、小さいお子さんづれのご家族から、お母さ
んだけの参加まで、例年にも増して幅広い年齢層の参
加者。広い緑地を駆け回ったり、きれいな庭園を散歩
したり、温泉やおしゃべりで羽をのばしたり、それぞ
れの楽しみを満喫できたのではないでしょうか。 
 

2004 年 11 月 3日   しあわせの村へ 
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サポートブック発案者でおなじみの 
丸岡玲子さんの講演会。会員の日下部さんに感想をお願いしました。 

 
丸岡玲子さんの講演会に行ってきました。 

「ノブの世界」のホームページをのぞいていて、
どんな方なんだろう？と色々想像してはいたので
すが、講演での玲子さんは、とってもきさくな感
じの明るく楽しい女性で、私はすっかりファンに
なってしまいました。玲子さんが、「我が家は、ユ
ーモアがあり、周りに対して OPENな生活」と言っ
てましたが、（なるほど、きっとそうなんだろう
な。）と思えるような印象の素敵な方でした。 
 ２時間のお話の中で、心に残る言葉がいっぱい
ありました。その中での一番は、「向かい合わず、
傍らに寄り添う暮らし方」でした。「子供と真正面
から向き合っていた頃は、子供を見据える私の背
後には世間があり、子供を、私（世間）の側に引
き入れようと苦戦していた。でも、向かい合うこ
とをやめて、傍らに寄り添うように暮らす、それ
が本人を楽にしてあげる暮らし方なんだとわかっ
た。」というお話。心にズキーンときました。今の
私がそうです。思いっきり、世間をしょっていま

す。だから、肩の力も抜けないし、真正面から子
供にプレッシャーをかけてしまっています。 
 お話を聞いて、玲子さんが羨ましく思いました。
それに気づいて、関わり方を変えることができた
ことを・・・。なぜなら、私が真正面から向き合
う理由はもう一つ、将来への不安があるからです。
自閉症という生きにくさを抱えているにも関わら
ず、法律的には健常扱いで将来の保障もない現状
では、向き合うことを止める勇気がありません。
子供を色んな意味で、頑張らせることを止めるの
が怖いからです。 
 でも、もう少し肩の力をぬいて暮らせていける
ように、そして、玲子さんのように、子供と寄り
添って暮らせていけるように、今一度、子供と私
自身を見つめ直していきたいと思います。こうい
った機会を与えてくれた玲子さんに感謝です。 
 今回講演に参加して、大切なことを沢山学ぶこ
とができました。ありがとうございました。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸岡玲子さんの講演会 

 

2004 年 10 月 30 日  県子ども・障害者相談センターにて 
   「楽しみな将来のための今日の一歩」 

～エコマップ・サポートブックを利用して～ 

講演後、丸岡さんから講演会担当スタッフにメールをいただきました。

「今回の和歌山での話は、私自身とても楽しかったです。 
伝えたかった事をうまく伝える事が出来ました。 
後は、聞いていた方が どう生かしてくれるかですね。 
それも 楽しみです。」（丸岡さんからのメールより） 

 講演会では、自閉症児者の家
族をはじめ、さまざまな療育関
係の方々の参加がありました。
ある事業所では、今後の自閉症
児の支援の参考にするため、
個々の利用者についてのサポー
トブックを独自に作りたいとの
こと。 

今後ますますいろいろ
な現場に広がり、生かさ
れるようになればいいで
すね。 
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自閉症協会和歌山県支部では、自閉症・発達障

害者支援センターの早期設置向けて取り組んでま
いりましたが、この度、和歌山県の 17年度当初予
算に 17年 10月開所予定で県議会に上程されまし
た。まだ正式な決定ではありませんが予算通過は
ほぼ決定といっても間違いないと思われます。こ
のことは、故橘和大教授はじめ県障害福祉課、ワ
ークショップで夜遅くまで熱心にご論議いただい
た関係団体・各位の努力の賜物であると感謝申し
上げます。とりわけセンター設置にご理解いただ
いた愛徳園の塩崎理事長にも感謝したいと思いま
す。 

今回、発達障害者支援センターの設置が決まっ
たことにより、一番大切なことは、この支援セン
ター設置ですべて完結するのではなく、この支援
センターを中心に何が出来るのか、どのようなニ

ーズがあるのか、県内ネットワークをどのように
構築して連携を図るのかが問われることとなりま
す。支援センターに対する国の予算は年間約 2500
万円ですから、このお金はほぼ人件費でなくなっ
てしまいます。発達障害者支援法では、国や県よ

りも市町村の役割が重視されているので、いかに
市町村の役割を各自治体に認識していただくかが
重要となります。当然、和歌山県からの応援と自
閉症協会会員の皆様、各障害者団体の協力と連携
が必要となります。そこで発達障害者支援法の施
行に伴い、各自治体に法施行後どのように自閉
症・発達障害児者に支援が出来るのかを働きかけ

なければなりません。県からも各自治体に対して
要綱や条例などを作って網をかけるような支援策
も必要となるでしょう。 

自閉症協会では発達支援センター開所に先立
ち、17年度には、NHK ハートフォーラムを県民文
化会館で開催予定をしていますし、社会福祉協議
会地方分として相当数の講演会やセミナーの開催
や和歌山市との対話集会も新年度に予定しており
ます。全国から続々と自閉症に関する著名な先生
や講師の皆さんが来県されると思います。先般、
協会本部で実施されたアンケート調査の結果をみ
てもまだまだ啓発が必要でありますから、会員の
皆様から個人をはじめ関係団体への積極的な理解
啓発をお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“自閉症・発達障害者支援センターが和歌山にできる！”っていう夢が実現しそうです。

大久保支部長に詳しくお話ししていただきます。 

  
絵画教室の子どもたちの作品 

自閉症・発達障害者支援センター設置について 
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はじめまして、歯科医師の小畑文也と申します。
このたび津田千大君のお母さんのお薦めにより、
わたしの診察室で取り組み始めた障害者歯科診療

についてご紹介いたします。 
多くの人に予防歯科の可能性を知っていただ

くとともに、手探り状態で始めた障害者の予防歯
科が子どもたちの発達支援に少しでも役立てるよ
う、みなさまからのご助言・ご指導を切にお願い
いたします。 

1997 年に歯科大学卒業後、県立医大歯科口腔
外科、和歌山日赤病院麻酔科、橋本市民病院歯科
口腔外科を経て 20 年ほど前に和歌山市内で歯科
医院を開業しました。当時、障害者歯科はネット
などを使用した抑制治療や全身麻酔歯科治療が大
学病院などで始まった頃でした。開業医にとって
障害児を受け入れることが大切な時期で、当医院
でも抑制治療中心に対応していました。 

一方、７年前から始めた診察室でのフッ化物を
利用したむし歯予防プログラム。しばらくすると
むし歯ゼロ（カリエスフリー）の子どもたちが大
量に出始めました。スタッフ共々気をよくし、障
害者にも予防歯科で対応しようということになっ
たわけです。また、成長とともに、抑制で対応で
きない子どもが増えてきたこともあり、障害の種

類や程度に応じた行動調整法で対応し、特に予防
処置や健康管理ではネットを使わない対応を目標
としました。 

フッ化物を利用したむし歯予防法は学術的に
も歯科保健システムとしてもすでに確立され、世
界中で実践され大きな成果を上げています。その
中に診察室での予防法としてフッ化物とシーラン

トを用いた定期検診システムがあります。長期に
わたる定期的な通院が必要ですが、簡単安全で効
果が高く、経済的にも優れています。当医院でも
本法を採用し大きな成果を上げています。特別な
努力をしない限り、子どもたちは小学６年生で平
均２本の永久歯がむし歯に罹患し、その後むし歯
の本数は増え続け、20 歳で 10 本のむし歯ができ
ます。障害児における歯科治療の困難さと、その
後に続く治療の繰り返しを考えたとき、学術的に
評価が確立し、実績のある予防法の応用に力を注
ぐことは大切だと考えられます。 

歯みがきどころか診察台にも座らない子ども
たちを相手に、途方に暮れる毎日ですが、発達支

援を念頭にスタッフ共々障害者歯科に取り組みた
いと考えています。どうかみなさまからのご指
導・ご助言をよろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

障害者歯科にとりくむ歯医者さん 

 

小学部３年の時に週２回歯みがきに通って以来、現在（高

２）までやさしく治療に取り組んでくださっています。

今回、その小畑先生に原稿をお願いしました。（津田） 

小畑歯科スタッフの勉強会風景（辻幸代先生を招いて）
小畑歯科にて 

絵カードや砂時計なども使いながら 
分かりやすく次の作業を説明。 

小畑歯科医院：和歌山市福島３２４－１
    ℡（０７３）４５５－９８７４

シーラントとは 

歯科治療については、いろんな悩み（座らない、泣く、暴れる
など）を持っていらっしゃる方も多いのではないでしょうか？ 
イコラ次号では、辻先生にも参加していただき、歯科治療につい
て特集を予定しています。歯科での体験や悩みなどありました
ら、編集スタッフの方へどんどんお寄せください。 

 

フッ素配合の 
詰め物 

まったく
痛くない
施術 
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絵画コンクールで入賞したよ！ 

 

前々号でご紹介した田辺絵画教室では、月２回、当協会の子どもたちがお絵かきを楽しんでいます。
そんな中で、絵画コンクールに入賞する作品が続々・・（す、すごい♪） 
感性豊かな子どもたちの作品をごらんください。（カラーでお見せできないのがとても残念です。新聞
紙で木の幹を貼り、いろんな色の絵の具で木の葉や実、花などを表現しているのですが、それぞれ色づ
かいがとてもきれいです。Web 版ではカラーで出していますので、ぜひのぞいてみてください。） 

  

お父さん、お母さん
と表彰式にも行って
来ました。 
 

 

その他、前回に続き、津田千大くんも「梅の花賞」でした。 
 
 

また、コンクールには出してないけど、ステキな作品がたくさんあ
ります。ほんの一部ですが、ごらんください。（４ページにも載せてあ
ります。） 

 

 

 

戸口康之くん 
MOA 入選 

堀眞之くん MOA 佳作 

奥野雅海くん MOA 佳作 
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附属養護学校 岡 潔 
 
 

 
2004 年は日本列島も台風や震災と自然災害を受

け、改めて障害者の防災ということも考えさせられ
る一年となりました。被害に遭われた方々に心より
お見舞い申し上げます。全国から被災地へとボラン
ティアに駆けつられ方もおられましたね。相田みつ
を氏の詩に「アノネ がんばらなくてもいいからさ 
具体的に動くことだね」というのがあります。一人
一人が自分のできることをできる時にできる分だけ
力を貸していただければ、地域や子どもたちのため
にたくさんのことができると思います。 

私は、学生時代からボランティアで障害児と活動
をし、いつのまにか障害児の支援者へとかわってい
ました。今県下の各地で、障害児学童保育やサーク
ル活動、余暇を楽しむグループ、研修会での保育の
場などボランティアにお世話になることが多くなっ
てきています。また、支援費制度を利用してデイサ
ービスや居宅サービスなどを受けて支援者と共に過
ごす時間も多くなってきました。障害があるがゆえ
に十分に地域で育っていなかったり、社会資源をう
まく活用できていなかったりする子どもたちにとっ
て、親や教師と異なる人たちとかかわることは経験
を広げ将来の豊かな生活につながっていくものと考
えます。第三者の支援を受ける際に重要になってく
るものとして、アドバイス②でもお伝えしたサポー
トブックのような子どもたちの情報を集約した支援
グッズだと思います。ただし、ボランティアに子ど
ものことを理解してほしいがゆえにあまり先入観を
入れすぎると自然なかかわりを阻害してしまうので
気をつけなくてはなりません。最低限の情報を伝え

た後は、ボランティアに子どもを任せ、彼ら自身の
持ち味を出してもらいたいものです。会が終わった
後に、ボランティアに感想を聞きながら感謝し、次

につなげることも忘れないように。 
ボランティアとして継続して支援してくれるよ

うになってきたら、少しずつ、自閉症のよき理解者・
支援者と育ってもらうために、子どもたちの特性に
ついても話をしていきたいですね。自閉症や発達障
害のある人たちは外見ではその障害を認めてもらい
にくく、誤解されたり非難されたりすることも多い
です。同じ人間として尊重する意識を育んでいくの
と同時に、どんなことで本人が困っているのか、ど
んな支援を必要としているのか子どもを常に中心に
おいて一緒に考えていきたいものです。また、自閉
症の感覚の違いやコミュニケーションの特徴、視覚
支援など具体的な支援の仕方についても話をするの
もよいことです。自閉症者には、努力してもどうし
てもできないことがあることなども知ってもらいた
いですね。ある程度はみんなと同じように努力する
ことも必要ですが、できないことがわかっていて周
囲と同じことを求めるのは無謀というものです。で
きない部分は支援付きであっても、自己選択しなが
ら生活する自立の形があってもいいと思いますよ。 

今、障害者には同世代の若いサポーターが求めら
れています。親や教師にはできない何かをこれから
のボランティアの情熱とパワーに期待しています。
そして将来、そんな中から一人でも自閉症者を支え
てくれる支援者や専門家が生まれたらいいなあと思
っています。 

岡先生のワンポイントアドバイス⑤ 

 

ボランティアから支援者へ 
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石橋智恵子 

初めて和歌山大学教育学部の橘先生の部屋を訪れたのは奈津子が 1 歳と 10 ヶ月の頃でした。それから

お世話になっていますが、ここ 10 年間はメールで色々な話を聞いてもらっていました。奈津子のことは

勿論、分会の事務局長をしていた頃は分会運営のこと、自分自身のこと等ありとあらゆる内容です。橘

先生から届く返事に慌てたり、ハッとしたりすることもありました。 

奈津子が養護学校の高等部を卒業した時、将来の不安ばかりを書き連ねた私からのメールに届いた返

事は『おめでとうございます。小生は、なっちゃんが成長したことを嬉しく思います。』でした。叱られ

た様な気持ちになりました。素直に子供の成長を喜ぶ心を持ちなさいと諭されているようでした。 

最後のメールは先生がボランティアでアドバイザーを引受けてくださった自閉症・発達障害支援セン

ター設置に向けた情報交換会の打ち合わせの内容でした。橘先生の存在がなければ、情報交換会も発足

していなかったでしょうし、来年度に開設される予定までたどり着けていなかったのかも知れません。

公私で大変お世話になりました。 

でも、私は橘先生が苦手でした。何故だか先生には私の弱い部分を話してしまいます。話しながら涙

ぐんだこともありました。先生の穏やかな笑顔は全て解って包み込んでくださっているように感じてい

ました。 

随分と甘えて、頼らせていただいていました。橘先生に代わる存在はなく、今、困っています。 

 
 
 
 
 

 編集後記： またまた発行が遅れ,すみません。あ～あ,どなたか「早くやれ！」と急かしてくれる役のスタッ
フになってもらえないかな？ 腰がなかなか上がらない,おしゃべりが止まらない,手が進まな
い・・・(^_^;)ボリボリ   特に,歯科医の小畑先生には半年以上も前に原稿を仕上げていただいたに
もかかわらず,本当に申し訳ありませんでした。次回は分会総会時発行を目指します！（一応…） 

編集スタッフ： 浬津田弘美  凱藤原昌子   劾辻野知津   階佐々木峰子   碍植野比呂美 

《発行》イコラ編集局（連絡先）植野比呂美 

  　

 

2004年の分会活動も無事終わろうとしています。皆さま、ご協力ありがと
うございました。 もうすぐ４月！・・入園・入学・入所等で所属が新しくな
る方は、お手数ですが、事務局までご連絡をお願いします m(＿)m 

（事務局） 辻野 知津 
                         

♣  イコラ№６の Web 版も出しています。絵や写真などカラーで見られるので、ぜひごらんになってください。 
また、創刊号からのバックナンバーも（残念ながら初期の号は、ほとんど白黒ですが）入れています。 
 

 
 

橘先生を偲んで 

紀北分会の顧問であり、また、教育相談など

で会員の多くがお世話になった橘英彌先生が昨

年天国に旅立たれました。支援センター設置に

向け奔走してくださっていた矢先でした。 
 県支部事務局の石橋さんに、先生の思い出を

寄せていただきました。 
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事務局からの

お知らせ 


